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　江島さんの受賞作は「Parasol World」。

現実世界と並行して存在する別の世界を意味

する“Parallel World”に“Parasol”（傘）を組み

合わせたもので、“みせの本質は新しい出会い

や新たな発見の場”という思いから、最も大切

な「会話」から出会いが生まれるように、ほのか

な照明によって柔らかい光に包まれたパラソルの空間を提案しました。

　また、高野さんの受賞作「雲に乗りたい」は、幼少期に憧れた“雲に乗る”夢を大人になった今だからこそ叶えたいと、

強力な磁石で浮遊するソファに座って夜景などの空間を満喫する提案です。
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　キャンパス内に、高さ約5ｍの大きな

鹿のモニュメントが出現しました。

　芸術学部卒業生で美術館の客員教授を

務める人形師・中村信喬氏が制作したモニュ

メント「WILL GATE」という作品で、本学後援会

の卒業記念事業として設置したものです。

「希望の門」という意味を込めたこの作　　　　　　　品は、志賀海神社がある東区

志賀島にかつて多く生息し境内にも　　　　　　　飾られている“鹿”をモチーフにし

た、長さ約4.8ｍ×幅約1.4m×高さ　　　　　　約4.8mのアルミ製のモニュメントで、

本学の校章に用いられている「楠」　　　　　　と「椎」の葉の文様が全身に彫られて

おり、胴体の下を通り抜けられるよう　　　　　に工夫されています。

人形師・中村 信喬氏のコメント
かつて過ごしたキャンパスに自作が設置されること
になり、とても感慨深いです。学生たちは未来を描
いて入学し、希望を掲げて卒業していきます。
彼らには、希望を持ち続け、諦めずに夢を実現して
ほしい。このモニュメントが学生たちの希望となる
ことを願っています。

　芸術学部芸術表現学科と生活環境デザイン学科の学生が制作したオブジェ「ぺたぺたまーち」は、東区芸術

文化祭のメインオブジェとして制作したもので、スニーカーを模した長さ5ｍ×幅2.5m×高さ1.6ｍの作品で「透明

な巨人が街を歩くことで鮮やかな花が咲き、彩り豊かな街並みに変えていく」という思いを込めています。

審査員から「確立された世界観に加えて、作品の規模と精巧さが他大学と一線を画している」と評価されました。
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生活環境デザイン学科2年
神宮萌花さん（九産大付属九州高校）のコメント
空間に関する約100の事例をリサーチしつつ、
地元の方 や々芸術に馴染みのない方 に々も
心地良い空間を提供できるように制作しました。

胴体の下を
くぐるとご利益？

「第20回主張する『みせ』学生デザインコンペ」で、奨励賞を受賞!!

「デザイン学生シンポジウム2022」で最優秀賞を受賞!!

見にきてね

芸術学部
生活環境デザイン学科 3年 
江島 千晴さん（香住丘高校）
高野 真子さん（明治学園高校）

受賞者受賞者

「大楠アリーナ2020」の
エントランスに展示中！！

2月末まで

3

大学内を散策しよう！！

鹿のモニュメントは

大学の中央部にあります。

大学の中を散策しながら、

見つけてください。



美術館からのお知らせ美術館からのお知らせ
これからの展覧会

九州産業大学
芸術学部卒業制作展・芸術研究科修了作品展
学内各所を会場に開催する2022年度卒業・修了の大学生・大学院生の制作作品展。
美術館では大学院芸術研究科修了制作作品を展示します。

2023年2月19日　　－26日日 日

芸術学部教員作品展
芸術学部、大学院芸術研究科による作品・研究発表展。絵画・立体造形・工芸などの
ファインアートから、デザイン・映像・メディア芸術まで、芸術学部と芸術研究科の幅広いジャンルの
作品を紹介します。

2023年3月14日　　ー19日 日火

　2022年12月19日（月）〜26日（月）まで、九産大キャンパスで、芸術学部学生によるプロジェクションマッピングや

写真展、電気工学研究部のイルミネーション、経済学部による学内見学ツアーなどを実施しました。

　期間中は、LEDのクリスマスイルミネーションや

LEDのクリスマスツリーなどでキャンパスが彩られ

ました。　

　また、北門・楠風広場では、たくさんのキャンドル

ライトと風船の映像で幻想的なクリスマスの風景を

映し出すビデオプロジェクション

「BALLOONS BRING 2022」

を実施するとともに、写真・映像メディア学科で学ぶ学生の写真展など、屋外でも楽しめる展示を行いました。

「アート&デジタルキャンパス」を開催しました

　2022年12月11日（日）に経済学部の学生10人が中心となり、サンタクロースの衣装を着てみんなで楽しく千早の

街を歩き、参加費の一部から病気などの困難に立ち向かう子どもたちにクリスマスプレゼントを贈る地域密着型

チャリティーイベントを開催しました。このイベントはコロナ禍で3年ぶり4回目の実施となります。

　地元のゴスペル集団「all fruits」の演奏と本学体育会執行部チアリーダーのパフォーマンスによるオープニング

セレモニーに送られた参加者105人は、「ガーデンズ千早」のちはや公園を元気に出発し、国道３号線を越えてなみ

きスクエアを回り、ちはや公園に戻る約40分のコースを笑顔で歩きました。

　イベント終了後には、参加費から衣装代を除いた寄付金101,139円を、福岡市立こども病院に寄贈しました。

福岡サンタウォーク i n 千早代表
経済学部 経済学科2年
徳永 結さん（京都高校）のコメント
“千早をもっと好きになる”をテーマに掲げ、地域の
方 に々改めて千早の魅力を知ってもらいたいと企
画しました。ちはや公園では、射的やスーパーボー
ルすくいなどの縁日を、なみきスクエアでは地域に
まつわる謎解きゲームを実施するなど、子どもたち
が楽しめるように工夫しました。子ども病院にプレ
ゼントを贈るというイベントに多くの方が共感して
いただけて、本当にうれしいです。

「福岡サンタウォーク in 千早」を開催しました!!

地域貢献NEWS

入館料：無料

入館料：無料

ぜひ、
お越しください！

美術館ホームページ美術館ホームページ

　毎年、2月～3月にかけて各種サークルの発表会が企画されていますが、現時点でほとんどのサークルが発表会の

開催日程や場所等が未定であるため、決まり次第、公式LINEアカウントで配信予定です。

　また、次年度は各種サークルのリーグ戦や全国大会をかけたトーナメントの日程等についても配信予定です。

ぜひ、公式LINEアカウントと友だちになっていない方は、友達登録をお願いします！！

※なお、新型コロナウイルス感染状況により無観客試合となる場合などは配信しないこともあります。

各種サークルの発表会・試合日程を

公式LINEアカウントで配信予定！

例）

・九州六大学野球リーグ戦

・九州大学サッカー１部リーグ戦

・九州大学サッカートーナメント

・全九州大学バスケットボールリーグ戦

・九州大学バレーボール1部リーグ戦　　など・・・
LINE公式アカウントの
友達登録お願いします！


